
インド派遣コース
インド派遣コース｜Course No. A231

募集要項

応募締め切り：2024年10月21日(月) 12:00 PM（JST）
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0 1 OUTLINE ｜ コース概要
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目的

対象者

ステージ

分野

その他

主な対象

*渡航対象者等の応募条件の詳細は「04|対象者・応募要件」をご確認ください

海外（特にインド市場）での事業展開を目指す日本のスタートアップや日本の

中小企業、大企業の新規事業担当者等

問わない

問わない

インドでビジネスを展開する予定を有する／プロトタイプ若しくはプロダクトを有す

る（加点）

派遣先

インド ベンガルール、ハイデラバード

印日企業、エコシステム関係者、ビジネス連携候補先とネットワークを構築するとと

もに、自身の海外展開プランをブラッシュアップし、海外展開の一歩を踏み出す

１

２

３

現地企業を訪問し、インドビジネスを肌で感じる

ビジネス連携候補先を探す、つながる

スタートアップエコシステム関係者とつながる、仲間を作る



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 全体像

• ベンガルールとハイデラバードを訪問する

• 企業訪問をメインとし、インドで成長するビジ

ネスについて成功と課題の両面から学ぶ。ま

た、営業実践等、ビジネスアイデアの壁打ち

を実施し、事業解像度を上げる

• ピッチ大会や交流会にてスタートアップエコシ

ステム関係者とネットワーキングを行い、現

地エコシステムと接続する
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• 参加者は、国内研修の参加と1on1の活用

を通して、インド渡航に向けて準備をする

• 国内研修では、座学とピッチ実践を通して、

現地関係者とのコミュニケーションに備える

• 1on1ではメンターと連携し、渡航目的・目

標の明確化、事業アイデアのブラッシュアッ

プに加えて、現地訪問先候補の検討や日

程調整を実施する

渡航前準備 インド2都市訪問

• 現地渡航プログラムでの活動成果をまとめ、

報告会にて発表し、今後の海外展開プラン

も併せて共有する

成果発表

国内プログラム1 現地渡航プログラム2 フォローアップ3

※ プログラムの実施内容・形式等は変更になる可能性があります



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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国内プログラム1

15社程度（各社1名まで）定員

日程 2024年12月上旬～2025年2月上旬の中から6日程度（予定）

概要

• 研修実施（第１回対面・第２回オンライン・第３回対面）

– 第1回：オリエンテーション、インド市場概況理解研修

– 第2回：ピッチ準備研修

– 第3回：ピッチ大会（英語実施）

• 1on1面談実施（オンライン）

– 1回目：渡航目的の確認、事業プランの壁打ち、渡航ゴールの設定

– 2回目：渡航ゴールに基づく訪問希望先洗い出し、ピッチデック練習

– 3回目：現地企業等アポ取り支援、ピッチフィードバック、その他渡航準備支援

研修や1on1面談を通して、現地渡航プログラム参加の目的とゴールを明確化し、派遣期間中にそれぞれが自ら設定した目標を達成

できるように事前準備を行う

※ 使用言語：日本語／英語

※ 国内プログラムへの参加姿勢等を踏まえて、現地渡航プログラムへの参加可否を判断する場合があります

※ プログラムの内容は変更となる場合があります



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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現地渡航プログラム2

15社程度（各社1名まで）定員

現地に渡航し、現地印日企業、エコシステム関係者、ビジネス連携候補先等とネットワークを構築する。また、参加者の

持つ海外展開プランの解像度と確度を高める

概要

（予定）

• ベンガルール訪問

– NASSCOM CoE IoT等の施設に入居するスタートアップ、大手IT企業、アクセラレーターの訪問、ネットワーキング

– インドで活躍する日系スタートアップや企業の訪問

– インド経営大学院ベンガルール校（IIM-B）等の大学訪問

– 現地エコシステム関係者を招いてのピッチおよび、フィードバック

• ハイデラバード訪問

– インド工科大学ハイデラバード校（IIT-H）等の大学訪問

– T-Hub等のインキュベーション施設訪問

日程
2025年2月16日(日)～2月22日(土)

※ 2月16日(日)日本発、2月22日(土)日本着を予定していますが変更の可能性があります。あらかじめ前後の日程の確保をお願いします

※ 使用言語：英語

※ プログラムの内容は変更となる場合があります



02 PROGRAM STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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フォローアップ3

現地渡航プログラムを通して得られた学びや成果を言語化し、参加者全体で共有することで集合知とする

15社程度（各社1名まで）定員

日程 2025年3月

概要

• 活動報告会（ハイブリッド・半日想定）

– 現地渡航プログラムを通した活動成果、今後の活動プランのまとめ

– 報告内容のプレゼンテーション

※ 使用言語：日本語

※ プログラムの内容は変更となる場合があります



03 SCHEDULE ｜スケジュール

2月 3月以降 …9月 10月 11月 12月 1月
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参加者募集

1次選考結果通知

2次選考結果通知

国内プログラム

現地渡航プログラム

フォローアップ

9月20日(金)～10月21日(月)

11月上旬

11月下旬

12月上旬 ～2月上旬

2月16日(日)～2月22日(土)

3月

※スケジュールはあくまで予定であり、変更になる場合がございます

※2次選考対象者には、別途面

接の日程について連絡します



04 ELIGIBILITY AND APPLICATION REQUIREMENTS｜対象者・応募要件
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応募要件定員

主な対象

• 国内・渡航プログラム共に15社程度 コース参加者は以下の全ての条件を満たすこと

• 原則本コースが提供するサービス、国内プログラム、インド渡航プログラ

ム、及びフォローアップへの参加が可能であること

• 応募締め切り日時点で満18歳以上になっていること

• 成し遂げたい事業アイディア・プランを持っていること

• 日本語／英語での聴講やワークショップへの参加、英語でのピッチが

可能であること

• 必要な応募書類（日本語）をご提出いただけること

• 本コースが提供するサービス（オンライン講義等）に 参加するための設

備・環境を準備可能であること

• 参加後のアンケート等に協力いただけること

*本コースは経済産業省・ジェトロが連携して行うプロジェクトであり

 随時、フォローアップアンケートや成長過程の調査を実施します

海外（特にインド市場）での事業展開を目指す、以下の対象者を募

集する。ステージや分野は問わない

ベンチャー/スタートアップの起業家、経営者

中小企業・大企業の新規事業担当者

大学、研究所等で研究成果の事業化を目指す方

個人事業主または中小企業で、海外展開を目指す方

今後海外での起業を目指している方

インドでビジネスを展開する予定を有する方

プロトタイプ若しくはプロダクトを有する方

審査対象情報

• 基本情報（応募フォーム入力内容）

• ピッチデック ※詳細はP.13確認

対象

加点

要素



05 COST-BEARING｜費用負担
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• 現地渡航中の移動費、飲食費、通信費、VISA代、保険費など

のその他発生する費用

• その他「主催者ジェトロによる費用負担」以外のすべての費用

参加者による費用負担

• プログラムの受講費

• 海外派遣に係る国内での移動

※成田/羽田空港から現住所が直線距離で100km以上離れて

いる、かつ航空券または新幹線が必要な地域にお住まいの方は、

ジェトロにご連絡ください。ジェトロ規定に基づき、ジェトロで成田/

羽田空港までの航空券または新幹線を手配します。（在来線

運賃等、その他国内移動にかかる費用はジェトロで負担しませ

ん。）

• 海外航空券（東京～ベンガルール往復航空券、ベンガルール～

ハイデラバード往復航空券）

• 海外滞在時宿泊費

※上記は全てジェトロにて手配の上、支給します。参加者に上記費

用を支払うものではありません

※円安やインフレ等の状況を鑑み、来年度以降の主催者側

費用負担を縮小または廃止する可能性があります

主催者による費用負担（現物支給）



06 SELECTION PROCESS・CRITERIA｜選考プロセス・基準
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• 応募者の参加目的と本コースの目的が一致している

• 応募者の事業アイデア/計画と本コースに親和性がある

• インド市場進出計画がある（加点要素）

• プロダクト（プロトタイプ含む）がある（加点要素）

• 原則、他のJ-StarX対象コースにて渡航プログラムに参加していないこと

※本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドルステージ向け等)のJ-

StarX対象コースへの申し込みは可能です。重複の可否はジェトロにて判断

します

参加者募集
1次選考

書類審査

2次選考

面接審査
国内プログラム フォローアップ

現地渡航プログ

ラム

1次選考基準

• 英語でのコミュニケーションが可能である

• 英語で、自身の事業/ピッチデックの説明、質疑応答が可能である

• コース参加に対する意欲と熱意がある

• コース参加の目的やゴールが明確である

2次選考基準



07 APPLY｜応募方法
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応募フォーム

2024年10月21日(月) 12:00 PM（JST）締切

• 応募内容について、審査を行い、採択可否の通知を行います

• 必要に応じ、ジェトロによる個別面談を行う可能性があります

• 審査結果に対する問い合わせには一切お答えできませんので、予めご了承ください

• ピッチデック資料の提出が必要です

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0069033X


07 APPLY｜応募方法
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ピッチデック資料作成・提出にあたっての留意点

■ピッチデック資料作成の留意点

• 右欄に示す記載内容を含む形でご作成ください

• 表紙は不要、10ページ程度でご作成ください

• ファイルは原則PowerPointで作成し、PDF形式に変換してご

提出ください（ファイルサイズは10MB以下）

• ファイル名は「インドコース_企業名_名前.pdf」としてください

※起業前の場合は、企業名の記載は不要

• 2024年10月21日(月) 12:00 PM(JST)までにご提出ください

■ピッチデック資料に記載する内容

あなた自身や事業内容について以下の4項目をスライドに記載してく

ださい。また、ご自身のお名前を1ページ目左上にご記載ください。

1. 応募企業及び応募者の情報 

2. 海外/インド市場展開を予定している事業内容やアイデア

3. 海外展開に向けたマイルストーン及び展開計画

4. 本コースへの参加目的と目標

※資料は英語でご作成ください

※スライドのデザイン・フォーマットは問いません

以下の留意点が守られていない場合は、審査対象外となる可能性がありますので、ご注意ください。



08 NOTES｜ 注意・免責事項
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1. 本事業及び事務局では、本募集要項P.10の 「主催者による費用負担」に記載した項目のみ負担しますが、それ以外のすべての費用は一切支給しません

2. 本コースの参加者に発生した損害などについて、一切の補償を致しかねますのでご了承ください

3. 必要に応じて現地での交渉先との面談などにもメンターの他ジェトロ職員が同行をさせていただき、帰国後も成果把握、進捗確認などにご協力をいただきます

4. 本コースの選考通過後は、ジェトロ事業の紹介、成果報告のための外部公開をする場合がありますので、ご了承ください。（公開内容は事前に確認を行いま

す）

5. 原則としてJ-StarX事業は同一年度内で一つのみが参加可能となっておりますので、ご留意ください ※本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドルステージ向

け等)のJ-StarXプログラムへの申し込みは可能です。 重複の可否はジェトロにて判断いたします)

免責事項をよくお読みの上、応募をお願いします

免責事項

如何なる理由においても、渡航日程決定後のキャンセルは認められません。キャンセル料、もしくは変更料が発生する場合は自社にて負担いただきます。

キャンセル規定

https://www.jetro.go.jp/ext_images/services/gi/pdf/jstarx_menseki.pdf


09 CONTACT｜ お問い合わせ
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実施機関 ジェトロ大阪本部 イノベーション課

担当者 原田、中西

お問い合わせ https://forms.office.com/r/FMvA3Qh2RF

コース名 インド派遣コース

https://forms.office.com/r/FMvA3Qh2RF
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